
　

記
念
講
演
に
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ・

ス
ト
ー
ン
教
授
と
と
も
に
、
愚
生
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
教
授
が

日
蓮
聖
人
の
凡
夫
成
仏
論
を
論
じ
た
の
は
、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
長
の
望
月
海
慧
教
授
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
聞
く
。
望
月
教
授
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
の
講
義
を
担
当
す
る
な
か
で
、
国
際
的
な
動
向
を
感
じ
取
り
、
ス
ト
ー
ン
教
授
の
来
日
を
切
望
し
た
も
の
と
い
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
愚
生
は
近
代
に
お
け
る
「
日
蓮
教
学
」
研
究
の
動
向
を
顧
み
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
先
師
に
対
し
て
不
遜
の
そ
し
り
を
得

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
教
学
研
究
は
、
時
代
状
況
の
中
で
の
苦
闘
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
思
う
。
こ
れ
か
ら
、
日
蓮
教
団
が
今
後
の

時
代
の
動
向
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
？ 

と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
し
て
迫
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
？ 

と
愚
感
す
る
次
第
で
あ

る
。
今
回
は
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
に
終
わ
る
が
、
後
学
の
諸
氏
の
健
闘
を
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

一・

【
新
居
日
薩
師
は
、
な
ぜ
優
陀
那
日
輝
教
学
を
讃
え
た
の
か
？
】

　

初
代
日
蓮
宗
管
長・

新
居
日
薩
は
、
明
治
新
政
府
体
制
の
な
か
で
、「
如
何
に
日
蓮
宗
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
か
？
」
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

第
七
十
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
特
別
記
念
講
演

「
日
蓮
学
の
構
築
」（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
）
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日
本
社
会
（
だ
け
で
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
が
）
は
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル・

社
会
的
レ
ベ
ル
で
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
。
現
在
で
も
、
日

蓮
宗
の
諸
派
で
は
、
き
わ
め
て
原
初
的
形
態
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
日
蓮
宗
が
、
今
、
他
宗
と
肩
を
並
べ
る
「
法

要
式
」
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
源
泉
が
、
新
居
日
薩
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
感
す
る
。
近
代
の
「
宗
学
研
究
」
と
い
う
と
、
小
難
し

い
こ
と
を
す
ぐ
に
連
想
す
る
が
、
実
は
優
陀
那
輝
師
は
、
諸
種
の
「
法
要
式
」
を
調
え
、『
開
経
偈
』
も
調
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
も

と
も
と
無
か
っ
た
の
が
、
日
蓮
宗
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
現
実
的・

具
体
的
な
様
式
を
調
え
つ
つ
、
そ
の
背
後
と
な
る
「
宗

学
理
論
」
を
整
備
し
て
い
っ
た
輝
師
の
「
宗
学
」
を
も
っ
て
、
明
治
新
体
制
に
呼
応
し
た
の
が
、
新
居
日
薩
等
の
一
連
の
宗
門
運
営
で
は
な
か
っ

た
か
と
愚
感
す
る
。

二・

【
田
中
智
学
居
士
＋
本
多
日
生
師
ら
の
教
学
行
動
】

〈
田
中
智
学
の
大
教
院
離
脱
〉
新
居
日
薩
は
、
大
教
院
を
基
幹
と
す
る
「
宗
門
態
勢
造
り
」
を
進
め
た
。
そ
れ
に
対
し
、
智
学
は
大
教
院
か
ら
離

脱
す
る
。（
そ
の
背
景
に
は
、
諸
種
の
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、）
一
般
に
は
、
日
薩
に
反
発
し
て
大
教
院
を
辞
し
た
と
す
る
の

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
日
薩
が
僧
侶
中
心
の
宗
門
組
織
を
維
持
す
る
た
め
、
政
府
主
導
の
ル
ー
ト
に
乗
る
姿
勢
に
反
発
を
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、「
在
家
主
導
の
組
織
化
」
路
線
で
あ
る
。
近
代
社
会
形
成
の
動
向
を
察
知
し
て
、
寺
院
中
心
の
組
織
に
即

応
す
る
組
織
と
し
て
の
信
徒
組
織
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
か
と
も
愚
感
す
る
。

　

ま
た
高
山
樗
牛
と
姉
崎
正
治
（
帝
国
大
学
宗
教
学
科
主
任
教
授
）
に
よ
る
『
法
華
経
の
行
者
日
蓮
』
に
対
し
て
、
山
川
智
応
の
綿
密
な
指
導
が
、

新
た
な
活
動
体
と
し
て
の
「
立
正
安
国
会
」
か
ら
「
国
柱
会
」
を
押
し
出
し
て
行
く
な
ど
の
面
に
注
意
し
た
い
。
特
異
な
例
と
し
て
は
、
宮
澤
賢

治
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
熟
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
真
宗
主
導
の
「
仏
教
統
一
論
」
に
も
と
づ
く
活
動
を
期
し
た
本
多
日
生
（
顕
本
法
華
宗
管
長
）
は
、
千
葉
県
下・

七
里
法
華
信
徒
の
猛

反
発
に
遭
い
、
顕
本
法
華
宗
独
自
の
「
統
一
運
動
」
に
転
化
す
る
。
そ
の
運
動
は
、
右
翼
的
と
評
価
さ
れ
る
が
、
本
多
自
身
の
内
奥
は
、
か
な
り
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広
い
視
野
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
愚
感
す
る
。
た
し
か
に
右
翼
的
傾
向
も
強
い
が
、
後
に
「
法
華
会
」
を
創
始
す
る
山
田
三
良
や
、
平
民

病
院
の
加
治
時
次
郎
な
ど
も
、
最
初
は
本
多
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
と
も
感
じ
る
。
教
義
論
を
鍵
と
す
る
独
自
な
「
布
教
方
式
」。
そ
の
信
仰
指
導

に
も
と
づ
く
「
教
義
体
系
」
の
構
築
が
、
宗
門
に
与
え
た
影
響
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

三・

【
小
川
泰
堂
の
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』『
高
祖
遺
文
録
』】

　

藤
沢
の
医
師・
小
川
泰
堂
は
、
日
本
橋
の
書
店
で
「
日
蓮
聖
人
遺
文
」
に
出
会
い
、
日
蓮
聖
人
の
教
義
研
鑽
に
挑
む
。
上
記
の
両
著
は
広
く
日

蓮
聖
人
讃
仰
者
の
間
に
普
及
し
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

元
来
、
日
蓮
宗
は
権
力
機
構
の
配
下
と
な
る
こ
と
を
避
け
た
。
徳
川
政
権
に
は
従
属
し
た
も
の
の
、
そ
の
支
配
下
と
な
る
事
を
避
け
よ
う
と
す

る
「
不
受
不
施
」
の
気
分
も
、
広
く
受
容
さ
れ
た
。
庶
民
は
、
い
わ
ば
、
そ
う
し
た
反
骨
の
精
神
に
基
づ
く
「
日
蓮
信
仰
」
に
支
え
ら
れ
て
生
き

て
行
っ
た
。
そ
う
し
た
気
分
の
信
仰
的
「
さ
さ
え
」
と
な
っ
た
小
川
泰
堂
へ
の
憧
憬
は
、
広
く
日
蓮
信
徒
に
弘
ま
っ
て
行
っ
た
も
の
と
愚
感
す
る
。

つ
ま
り
他
宗
の
多
く
が
、
権
力
機
構
に
依
存
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
蓮
宗
は
（
寺
院
の
信
仰
活
動
を
含
め
て
）、
抵
抗
信
仰
を
背
後
に
し
た
気
分

を
包
み
込
ん
で
い
た
と
見
る
。

四・

【
御
遺
文
集
の
編
集・

刊
行
】

　

周
知
の
通
り
、「
日
蓮
聖
人
御
遺
文
」
編
集・

刊
行
に
は
、
先
師
の
尽
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
小
川
泰
堂
は
、
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
）
に
『
高
祖
遺
文
録
』（
木
版
三
十
巻
）
を
発
刊
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）（
活
版
二
十
巻
）
を
身
延
山
の
助
力
を
得
て
発
刊
。

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
六
百
五
十
年
を
期
し
て
、
加
藤
文
雅
（
承
教
寺
）
が
『
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』

（
縮
刷
遺
文
）
を
企
画
。
稲
田
海
素
（
後
に
立
正
大
学
教
授
）
に
よ
る
御
真
蹟
と
の
対
校
を
経
て
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
発
刊
。
日
露
戦

争
に
出
征
し
た
山
田
日
真
（
戦
後
、
日
蓮
宗
管
長
）
は
、
鉄
砲
を
胸
に
受
け
た
が
、『
縮
刷
遺
文
』
が
弾
を
止
め
、
一
命
を
と
ど
め
た
と
い
う
。
田
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中
智
学
監
修
『
類
纂
高
祖
遺
文
録
』（
大
正
三
年・

一
九
一
四
年
）
を
は
じ
め
、
実
に
多
種
の
「
遺
文
録
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

五・

【『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
刊
行
の
背
景
を
思
う
】

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
七
百
年
を
記
念
し
て
、
立
正
大
学
宗
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四

巻
（
昭
和
二
十
七
年・

一
九
五
二
～
昭
和
三
十
四
年・

一
九
五
九
）《
身
延
山
久
遠
寺
蔵
版
》
が
刊
行
さ
れ
た
。『
昭
和
定
本
』
が
基
準
遺
文
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
監
修・

望
月
歓
厚
（
宗
学
研
究
所
長
）。
編
纂
主
任・

鈴
木
一
成
（
宗
学
科
主
任
）
で
あ
る
が
、
身
延
と
立

正
大
学
を
繫
い
で
、
刊
行
を
現
実
化
し
た
の
は
、
坂
本
幸
男
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
長
）
で
あ
っ
た
。

六・

【
日
蓮
聖
人
真
蹟
遺
文
の
研
鑽
】

　

明
治
以
降
、
写
真
技
術
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
美
術
印
刷
が
さ
か
ん
と
な
っ
た
。
大
正
二
年
～
三
年
（
一
九
一
三
～
一
九
一
四
）

に
か
け
て
、
浅
草
（
入
谷
田
圃
）「
幸
龍
寺
」
の
神
保
日
慈
（
後
に
中
山
法
華
経
寺
貫
首・

日
蓮
宗
管
長
）
は
、
こ
う
し
た
複
製
技
術
に
よ
り
、

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
集
』
二
十
冊
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
御
真
蹟
の
フ
ィ
ル
ム
を
水

に
漬
け
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
に
駆
け
つ
け
た
の
が
、
親
戚
の
片
岡
随
喜
で
あ
っ
た
。
本
多
日
生
の
も
と
で
、
青
年
会
活
動
に
従
事
し
て
い
た
片
岡
が
神
保
と
対
面
し
、

御
真
蹟
集
刊
行
の
大
事
業
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
爾
来
、
戦
争
時
代
の
な
か
で
、
事
業
が
粛
々
と
し
て
継
続
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九

五
二
）
に
二
分
の
一
の
影
印
本
を
刊
行
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
七
）、
つ
い
に
全
四
十
八
巻
二
十
二
冊
の
影
印
本
を
完
成
し
、
刊
行
し
た
。

（
但
し
、
百
部
ほ
ど
で
、
個
人
蔵
は
き
わ
め
て
稀
と
い
う
状
態
と
聞
く
。
そ
の
な
か
で
、
上
原
専
禄
（
一
橋
大
学
学
長
）
は
、
個
人
で
求
め
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
尾　

堯
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）
の
世
話
で
、
欧
米
の
十
三
の
博
物
館・

美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
渡
邊
も
北
京
図
書
館

へ
の
送
呈
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
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こ
の
間
、
山
川
智
応
は
、『
現
存
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
』（
影
印
本
）
全
十
三
巻
を
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
同
刊
行
会
の
名
で
刊
行
。
次
い

で
、
山
川
智
応
虔
修
『
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
』（
北
望
社
）
全
十
冊
（
昭
和
四
十
年
～
昭
和
四
十
四
年・

一
九
六
五
～
一
九
六
九
）
を
刊
行
。

　

な
お
、
そ
の
後
、
山
川
智
応・

山
中
喜
八
対
校
『
現
存
真
蹟
写
真
対
照　

日
蓮
大
聖
人
標
準
御
書
』（
北
望
者
発
行・

非
売
品・

昭
和
四
十
三

年
）
で
、
さ
ら
に
山
川
智
応
編
、
稲
葉
与
八・

山
川
百
男
増
補
『
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
大
集
』（
影
印
本・

全
二
冊
）
が
国
書
刊
行
会
（
昭
和
五
十
一

年・

一
九
七
六
）
な
ど
多
数
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
文
化
庁
の
協
力
に
よ
り
、
大
石
寺
所
蔵
の
真
蹟
遺
文
を
含
め
て
、
法
蔵
館
か
ら
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
な
装
幀
に
よ
り
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集

成
』
全
十
巻
の
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
、「
影
印
本
」
の
標
準
図
書
と
な
っ
て
い
る
。

※�　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、『
宗
学
科
生
の
た
め
の
研
究
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
立
正
大
学
仏
教
学
部
発
行
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
な
お
な
お
、

多
く
の
書
名
が
見
ら
れ
る
が
、
大
筋
を
認
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
細
目
は
省
い
た
。

七・

【
日
蓮
教
学
研
究
者
の
群
像
】

　

傘
寿
を
過
ぎ
て
、
過
ぎ
越
し
、
宗
学
者
の
群
像
を
思
い
起
こ
す
と
、「
近
代
仏
教
学
」
専
攻
者
と
、
伝
統
的
な
仏
教
讃
仰
者
と
の
間
に
、
大
き
な

特
色
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
来
る
。

　

伝
統
的
な
仏
教
讃
仰
者
と
、「
近
代
仏
教
学
専
攻
者
」
と
を
対
比
す
る
と
、
前
者
は
日
本
仏
教
の
伝
統
的
な
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
後
者
は
、
明
治
以
降
、
西
欧
学
者
の
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
研
究
と
い
う
新
た
な
手
法
に
よ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
現
代
日
本
に
お
い
て
欧
米
文
化
の
影
響
が
強
い
と
こ
ろ
か
ら
、
後
者
の
視
点
に
立
つ
啓
蒙
書
も
多
く
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
、「
仏
教
研
究
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
事
に
な
る
の
か
。
想
像
を
絶
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
「
仏
教
研
究
」
は
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
愚
感
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
宗
学
者
」
に
お
い
て
も
、
故・

清
水
龍
山
（
元
、
立
正
大
学
長
）
の
優
陀
那
日
輝
の
祖
述
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
、
故・

望
月
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歓
厚
（
元
、
立
正
大
学
長・

日
蓮
教
学
研
究
所
長
）
は
、『
日
蓮
宗
学
説
史
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
信
仰
継
承
の
責
務
を
負
い
な
が
ら
も
、
先
師

の
所
説
を
客
観
視
す
る
姿
勢
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

試
み
に
、
こ
れ
ら
宗
学
者
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
愚
考
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

㊀
【
宗
学
者
の
原
点
】

　
　

①　

宗
学
者
は
、
原
体
験
と
し
て
、
熱
狂
的
な
「
宗
祖
へ
の
帰
依
」
が
必
須
。

　
　

②　

優
雅
な
環
境
に
あ
る
方
は
、
仏
教
学
等
、
客
観
的
視
座
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
の
で
は
。

㊁
【
宗
学
者
の
二
つ
の
タ
イ
プ
】

　
　

①　

熱
狂
的
な
宗
祖
帰
命
の
論
理
化
を
目
指
す
、
清
水
龍
山
先
生
や
山
川
智
応
居
士
な
ど
。

　
　

②　

冷
静
に
「
日
蓮
宗
の
学
説
の
歴
史
」
を
検
証
。
望
月
歓
厚
先
生
な
ど
。

㊂
【
宗
学
後
継
者
】

　
　

①　

清
水
龍
山
先
生
か
ら
破
門
さ
れ
た　

茂
田
井
教
亨
先
生・

室
住
一
妙
先
生
な
ど
。

　
　

②　

望
月
歓
厚
先
生
『
日
蓮
宗
学
説
史
』（
大
正
十
四
年
～
昭
和
六
年
）。

　
　
　
　

執
行
海
秀
先
生
『
日
蓮
宗
教
学
史
』（
昭
和
二
十
七
年
）
他
宗
に
は
み
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
。

八・

【
浅
井
要
麟
先
生
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
出
版
に
つ
い
て
の
支
援
に
関
す
る
疑
問
】

　

同
書
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
京
都・

平
楽
寺
書
店
か
ら
の
出
版
で
あ
る
。
戦
後
混
乱
期
の
昭
和
二
十
年
の
出
版
は
ど
う
し
て
行
わ
れ

た
の
か
。
大
き
な
疑
問
で
あ
る
が
山
田
三
良
（
東
大
法
学
部
長
）
の
「
は
し
が
き
」
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、「
法
華
会
」
の
山
田
三
良
理
事

長
の
支
援
が
あ
っ
て
の
出
版
か
と
愚
考
す
る
。

　

浅
井
要
麟
は
、
須
原
屋
刊
行
の
『
日
蓮
宗
全
書
』（
版
本
の
祖
書
註
の
活
字
化
）
の
計
画
に
際
し
、
若
い
時
代
か
ら
、
校
正
に
従
事
し
た
と
聞
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く
。
そ
し
て
日
蓮
聖
人
遺
文
の
研
究
を
「
祖
書
学
」
と
し
て
位
置
づ
け
、「
宗
学
」
の
方
法
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
倣
い
、「
根
本
宗
学
」

「
組
織
宗
学
」「
応
用
宗
学
」
を
提
示
す
る
な
ど
、
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
視
点
を
顕
示
さ
れ
た
。

　

先
生
は
、
立
正
大
学
付
近
に
寓
居
を
構
え
て
、
学
生
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
勝
手
に
珈
琲
を
入
れ
て
御
馳
走
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
（
宮

崎
先
生
か
ら
の
伝
聞
）。

八・

【
望
月
歓
厚
先
生
の
宗
学
の
方
法
】

　

望
月
歓
厚
は
、
津
田
日
厚
に
見
出
さ
れ
、
勉
学
「
研
究
」
一
途
の
環
境
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
振
り
返
る
と
、

・

『
観
心
本
尊
抄
』（『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
十
八
巻
の
う
ち・

昭
和
六
年
＝
一
九
三
一
）

・

『
法
華
経
講
話
』（
大
林
閣・
昭
和
十
年
＝
一
九
三
五
） ⇒

（
平
楽
寺
書
店・

昭
和
五
十
七
年
＝
一
九
八
二
）

・

『
日
蓮
教
学
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店・
昭
和
三
十
三
年
＝
一
九
五
八
）

東
洋
大
学
藤
原
猶
雪
教
授・

審
査
に
よ
り
日
蓮
教
学
最
初
の
「
博
士
」。
坂
本
幸
男
教
授
『
華
厳
教
学
の
研
究
』（
東
北
大
学・

博
士
論
文
）

に
よ
っ
て
、
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
が
認
可
さ
れ
る

《
序
論
》
日
蓮
教
学
の
前
階

㈠
法
華
経
題
釈
の
変
転　

㈡
本
覚
法
門
の
成
立
と
法
華
経
の
二
門　

㈢
日
本
仏
教
の
末
法
思
想
の
超
克

《
本
論
》
日
蓮
教
学
の
研
究

零・

序
章　

㈠　

日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
於
け
る
「
事
」
の
本
質
的
構
造

㈡　

一
念
三
千
と
妙
法
五
字　
　
　
　
　
　

㈢　

三
大
秘
法
の
成
立
と
組
織

㈣　

日
蓮
聖
人
の
本
尊　
　
　
　
　
　
　
　

㈤　

開
目・

本
尊
両
抄
の
関
係

㈥　

法
華
経
の
如
説
修
行
と
日
蓮
聖
人　
　

㈦　

日
蓮
聖
人
の
往
詣
思
想
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㈧　

本
迹
論
と
日
蓮
宗
の
分
派　
　
　
　
　

㈨　

本
因
果
妙
論
の
考
察

㈩　

日
隆
の
顕
本
論　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

優
陀
那
日
輝
の
宗
学

※
い
ず
れ
も
、
各
学
会
誌
な
ど
に
寄
稿
し
た
論
文

　

威
厳
の
あ
る
先
生
で
あ
っ
た
。
若
い
時
に
、
師
匠
の
津
田
日
厚
の
厳
命
で
、
ひ
た
す
ら
勉
強
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。『
行
学
綱

要
』（
昭
和
十
九
年
）
の
執
筆
を
鈴
木
一
成
師
に
命
じ
、
日
蓮
教
学
研
究
所
長
と
し
て
、
宗
議
会
の
提
議
に
も
と
づ
き
『
日
蓮
宗
読
本
』（
昭
和
三

十
年
、
日
蓮
宗
か
ら
刊
行⇒

の
ち
平
楽
寺
書
店
刊
行
）
の
監
修
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
片
山
日
幹
日
蓮
宗
宗
務
総
長
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
き
、「
日

蓮
宗　

宗
義
大
綱
」
を
制
定
（
昭
和
四
十
年
代
）。

　

日
蓮
宗
は
、
そ
の
後
、
茂
田
井
教
亨
に
「
宗
義
大
綱　

解
説
」
執
筆
を
依
頼
。
宗
議
会
に
於
い
て
、
片
山
総
長
提
案
が
承
認
さ
れ
た
。

九・

【
鈴
木
一
成
の
祖
書
学
】

『
日
蓮
聖
人
正
伝
』
は
今
で
も
平
楽
寺
書
店
刊
行
。（
も
と
も
と
は
他
の
出
版
社
か
ら
で
あ
っ
た
）

『
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林・

昭
和
四
十
年
＝
一
九
六
五
）

「
前
篇
」　

序
説
／
遺
文
の
真
蹟
／
遺
文
の
蒐
集
／
遺
文
の
編
纂

「
後
篇
」　

遺
文
の
系
年
推
定
の
根
拠
と
方
法
／
遺
文
の
系
年
に
つ
い
て

（
余
論
）　

花
押
の
変
化
と
御
消
息
の
系
年

　

先
生
は
、
終
始
、「
祖
書
学
」
に
専
注
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら
十
年
間
大
学
勤
務
か
ら
は
ず
れ
る
も
、
江
戸
川
区
「
妙
泉
寺
」
で
研

究
を
継
続
。
立
正
安
国
会
を
訪
問
し
て
「
御
真
蹟
」
の
写
真
を
拝
見
す
る
こ
と
を
願
う
が
、
拒
否
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、「
法
華
会
」
会

員
で
あ
っ
た
加
治
さ
き
が
、
片
岡
随
喜
か
ら
譲
り
受
け
た
「
御
真
蹟
」
の
写
真
を
参
照
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
～
三
十
四
年
（
一
九
五
二
～
一

九
五
九
）
刊
行
の
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
の
編
纂
主
任
を
つ
と
め
る
。
先
生
が
苦
労
し
て
い
た
頃
、「
一
輪
指
し
」
に
、
自
身
で
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詠
ん
だ
左
の
句
を
印
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
目
頭
が
熱
く
な
る
。

　
　
　
《
一
輪
挿
し
に　

水
仙
活
け
て　

今
日
も
一
日
暮
れ
に
き
》

十・

【
影
山
堯
雄
教
授
の
教
団
史
研
究
】

『
新
編
日
蓮
宗
歴
史
』（
自
費
出
版・

大
正
十
年
＝
一
九
二
一
）

『
日
蓮
聖
人
教
団
略
史
』（
自
費
出
版・

昭
和
七
年
＝
一
九
三
二
）

　

先
生
は
、
貝
塚
昇
研
師
（
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
員
）
ら
の
指
導
に
よ
り
、
ひ
た
す
ら
「
日
蓮
宗
史
」
研
究
に
明
け
暮
れ
た
。
上
記
二
冊
は
、

出
版
事
情
が
整
わ
な
い
時
代
に
、
自
坊
（
市
川
市
中
山
「
泰
福
寺
」）
か
ら
自
費
出
版
し
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
も
の
（
恩
師
は
、
柴
又
「
題
経

寺
」
の
影
山
佳
雄
師
）。

　
（『
日
蓮
宗
宗
定
法
要
式
』
編
纂
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
）

『
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
研
究
』（
古
稀
記
念
論
文
集・

望
月
歓
厚
編
）
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

伊
豆
七
島
な
ど
の
調
査
を
主
体
と
し
た
論
文
集
（『
大
崎
学
報
』
特
集
）。

『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』

八
十
歳
代
の
執
筆
。『
布
教
史
』
研
究
に
よ
り
、
学
位
を
取
得
。

『
中
世
法
華
仏
教
の
展
開
』
編
著　
　

平
楽
寺
書
店　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

文
部
省
科
研
費
に
よ
る
研
究
の
集
成

十
一・

【
塩
田
義
遜
教
授
の
『
日
蓮
宗
宗
学
概
論
』『
法
華
教
学
史
の
研
究
』】

　

現
在
の
「
身
延
山
大
学
」
の
前
身
は
、
同
短
期
大
学
。
そ
の
前
は
、「
祖
山
学
院
」。
遡
れ
ば
「
西
谷
檀
林
」
で
あ
り
、
そ
の
間
、
多
く
の
学
匠
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を
輩
出
し
た
。

　

塩
田
義
遜
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
日
蓮
宗
大
学
研
究
科
を
卒
業
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
祖
山
学
院
教
授
と
な
り
、
終
生
、
身

延
山
短
期
大
学
の
教
授
を
務
め
た
。
昭
和
二
十
五
年
度
（
一
九
五
〇
）
に
は
、
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
に
就
い
て
い
る
。
立
正
大
学
仏
教
学
部

が
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
新
制
大
学
の
学
部
と
し
て
発
足
し
た
直
後
で
あ
る
。
望
月
歓
厚
と
坂
本
幸
男
学
部
長
（
当
時
）
の
信
頼
の

厚
さ
を
思
わ
せ
る
。

　

塩
田
教
授
の
著
書
『
日
蓮
宗
宗
学
概
論
』（
昭
和
十
八
年
＝
一
九
四
三・

平
楽
寺
書
店
刊
）
が
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
多
く
の
優
れ
た
論
攷
を

世
に
問
う
て
い
る
。
教
授
は
、
仏
教
学
の
広
い
視
野
に
立
ち
つ
つ
、『
日
蓮
宗
宗
学
概
論
』
を
編
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
日
蓮
宗
宗
学
概
論
』

は
、
従
来
の
教
理
の
説
明
が
、
天
台
系
の
教
理
を
基
礎
に
し
た
も
の
と
批
判
し
、
日
蓮
聖
人
の
示
し
た
結
論
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
視
点
に

立
つ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
同
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
編　

宗
史
概
説

　
　

第
一
章　
　

宗
祖
の
生
涯

　
　

第
二
章　
　

滅
後
の
教
団

第
二
編　
　

宗
学
概
説

　
　

第
一
章　
　

所
依
と
祖
書

　
　

第
二
章　
　

教
判
概
説

　
　

第
三
章　
　

教
理
概
説

　
　

第
四
章　
　

三
秘
総
論

　
　

第
五
章　
　

本
門
の
本
尊

　
　

第
六
章　
　

本
門
の
題
目
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第
七
章　
　

本
門
の
戒
壇

　
　

第
八
章　
　

本
門
の
三
益

　
　

第
九
章　
　

四
海
帰
妙
の
翼
賛

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
古
稀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、『
法
華
教
学
史
の
研
究
』
が
同
出
版
会
の
手
に
よ
り
上
梓
さ
れ
た
が
、
部
数
は
わ

ず
か
に
二
百
部
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
か
に
戦
後
と
は
い
え
、
恵
ま
れ
な
か
っ
た
教
授
の
ご
苦
労
を
思
う
。『
法
華
教
学
史
の
研
究
』
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

　

序
章　
　
　

法
華
の
実
相
義
と
三
国
讃
仰
の
大
系

　

第
一
編　
　

印
度
源
流
史

　
　
　

第
一
章　
　

龍
樹
の
法
華
経
観

　
　
　

第
二
章　
　

堅
慧
の
法
華
経
観

　
　
　

第
三
章　
　

世
親
の
法
華
経
観

　

第
二
編　
　

中
国
鑽
仰
史

　
　
　

第
一
章　
　

法
華
経
の
漢
訳
と
そ
の
鑽
仰

　
　
　

第
二
章　
　

中
国
初
期
の
註
家

　
　
　

第
三
章　
　

実
義
開
顕
時
代

　
　
　

第
四
章　
　

顕
教
交
流
時
代

　
　
　

第
五
章　
　

密
教
交
流
時
代

　

第
三
編　
　

日
本
鑽
仰
史
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第
一
章　
　

聖
徳
太
子
の
鑽
仰
と
日
本
文
化

　
　
　

第
二
章　
　

最
澄
の
弘
通
と
上
古
三
聖
の
鑽
仰

　
　
　

第
三
章　
　

中
古
天
台
の
本
覚
思
想

　
　
　

第
四
章　
　

日
蓮
の
法
華
本
門
の
教
学

　

教
授
が
、
印
度・

中
国・

日
本
の
三
国
に
わ
た
る
『
法
華
経
』
鑽
仰
に
、
い
か
に
心
引
か
れ
て
い
た
か
を
追
慕
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
二・

【『
純
粋
宗
学
を
求
め
て
』
に
集
約
さ
れ
る　

室
住
一
妙
教
授
の
学
績
】

　

近
代
の
宗
学
研
究
は
、
望
月
歓
厚
『
日
蓮
宗
学
説
史
』、
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』、
塩
田
義
遜
『
法
華
教
学
史
の
研
究
』
と
い
う
三
種
の

著
述
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
客
観
的
視
座
に
立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
清
水
龍
山
師
の
論
述
の
姿
勢
を

異
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
茂
田
井
教
亨
教
授
の
宗
学
論
は
、
哲
学
的
思
索
に
基
づ
く
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
解
釈
に
彩
ら
れ

て
お
り
、
清
水
龍
山
教
授
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
か
。
さ
ら
に
同
教
授
の
心
友
で
あ
っ
た
室
住
教
授
は
、
文
献
学
的
批
判
な
ど
よ
り
も
、

日
蓮
聖
人
の
信
仰
世
界
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
「
純
粋
宗
学
」
の
究
明
を
基
本
と
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
文
献
学
的
批
判

が
常
識
と
な
っ
た
状
況
を
咀
嚼
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
、「
純
粋
宗
学
」
究
明
に
打
ち
込
ん
だ
生
涯
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

　

仙
人
と
呼
ば
れ
た
室
住
先
生
へ
の
評
価
は
、
身
延
山
内
で
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
僧
籍
も
な
く
宗
門
を
冷

静
に
見
て
い
た
高
木　

豊
教
授
は
室
住
先
生
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
先
生
の
御
遷
化
後
、
先
生
の
全
遺
稿
を
集
成
し
た
『
純
粋
宗
学
を
求
め
て
』

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
心
友・

茂
田
井
教
亨
先
生
の
熱
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
高
木
教
授
等
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
と
想
定

す
る
。
同
書
の
刊
行
は
ま
こ
と
に
奇
跡
的
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
書
の
刊
行
が
な
け
れ
ば
、
室
住
先
生
の
宗
学
究
明
の
生
涯
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
葬
り
去
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
痛
感
す
る
。
室
住
一
妙
教
授
が
、
井
戸
が
な
く
、
雨
水
で
す
べ
て
を
ま
か
な
い
つ
つ
、
日
蓮
聖
人
の

世
界
を
ひ
た
す
ら
純
粋
に
求
め
続
け
た
全
容
を
ま
と
め
た
「
純
粋
宗
学
」
究
明
に
生
涯
を
捧
げ
た
全
記
録
が
同
書
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
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き
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部　

純
粋
宗
学
の
体
系
と
認
識　
　
（
十
八
編
）

第
二
部　

日
蓮
聖
人
鑽
仰　
　
　
　
　
　
（
十
三
編
）

第
三
部　

純
粋
宗
学
の
課
題
と
実
践　
　
（
十
八
編
）

※　

各
部
の
解
説
を
、
高
木　

豊・

上
田
本
昌・

渡
邊
寶
陽
が
担
当
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、『
中
論
』
の
研
鑽
を
怠
ら
な
か
っ
た
里
見
教
授
な
ど
な
ど
、
身
延
山
大
学
の
系
譜
に
多
く
の
学
僧
の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
あ
ら
た
め
て
、
西
谷
檀
林
の
伝
統
を
継
承
し
、
身
延
山
大
学
に
至
る
祖
山
の
教
学
の
伝
統
を
思
う
次
第
で
あ
る
。

十
三・

【
執
行
海
秀
教
授
の
日
蓮
宗
教
学
史
研
究
】

　

戦
時
中
に
『
御
義
口
伝
の
研
究
』
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
き
び
し
い
時
代
の
中
で
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
大
崎
学
報
』
等
の
研
究

誌
は
、
す
べ
て
『
立
正
学
報
』
な
ど
に
統
括
さ
れ
て
た
時
代
で
、
紙
も
統
制
令
に
よ
る
配
給
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
苦
難
の
中
、

先
生
は
ひ
た
す
ら
各
派
の
教
学
と
宗
団
の
様
相
の
展
開
を
「
日
蓮
宗
教
学
史
」
の
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）（
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
を
期
し
て
）『
日
蓮
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
、
内
外
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
（
愚
推
す
る
に
、
先
生
が
講
話
を
通
じ
て
親
交
の
あ
っ
た
《
し
の
だ
寿
司
》
主
人
等
の
支
援
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
）。
諸
先
生

共
に
、
熱
烈
な
信
仰
に
生
き
た
方
々
と
の
御
縁
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
惜
し
く
も
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
十
二
月
二
日
、
遷
化
さ
れ
た
。

　

と
同
時
に
、
立
正
大
学
大
学
院
よ
り
、
博
士
の
学
位
が
贈
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
主
査・

坂
本
幸
男
教
授
。
副
査・

金
倉
円
照
教
授・

松
濤
誠
廉

教
授
で
あ
っ
た
。
先
生
の
没
後
、
先
生
に
私
淑
し
て
い
た
小
野
文
珖
師
の
尽
力
に
よ
り
、
相
次
い
で
、
遺
著
が
刊
行
さ
れ
た
。
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『
興
門
教
学
の
研
究
』
海
秀
舎　
　
　
　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

『
御
義
口
伝
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

十
四・

【
宮
崎
英
修
教
授
】

『
波
木
井
南
部
氏
事
蹟
考
』
孔
官
堂
出
版
部　
　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

『
禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店　
　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

『
日
蓮
辞
典
』
東
京
堂
出
版　
　
（
編
）　　
　
　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

『
日
蓮
宗
事
典
』
日
蓮
宗　
　
　
（
編
）　　
　
　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

　

先
生
の
研
究
論
文
は
、
広
範
に
わ
た
る
。

　

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
昭
和
定
本
』
編
纂
の
際
、
編
纂
に
貢
献
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

影
山
先
生
を
師
と
仰
ぐ
宮
崎
先
生
は
、
南
部
家
の
芳
情
に
よ
っ
て
、
南
部
家
の
資
料
に
基
づ
く
、『
波
木
井
南
部
氏
事
蹟
考
』
を
、
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
に
公
刊
し
た
が
、
敗
戦
直
後
の
社
会
状
況
で
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
不
受
不
施
派
の
釋
日
学
上
人
よ
り
、
坂
本
幸
男
学
部
長
に
要
請
が
あ
り
、
宮
崎
先
生
は
、
高
木
助
手
と
と
も
に
、
岡
山
に
赴
い
て
新

た
な
研
究
に
転
じ
た
。

（
実
は
、
こ
の
頃
、
影
山
先
生
を
中
心
と
す
る
伊
豆
七
島
に
流
罪
さ
れ
た
不
受
不
施
僧
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

に
、『
大
崎
学
報
』
特
集
「
日
蓮
宗
の
不
受
不
施
派
の
研
究
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

　
『
禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
』
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
さ
ら
に
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
と
合
わ
せ
て
、
博
士
の
学
位
論
文
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、『
日
蓮
辞
典
』『
日
蓮
宗
事
典
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
ま
た
『
講
座
日
蓮
』（
春
秋
社 

五
巻 

昭
和
四
十
七
年
～
四
十
八
年
＝
一
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一
九
七
二
～
一
九
七
三
）
な
ど
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。

以
上
、
戦
前
か
ら
、
宗
学
科
教
員
職
に
あ
っ
た
諸
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
誌
し
た

十
五・

【
茂
田
井
教
亨
先
生
の
宗
学
研
鑽
】

　

茂
田
井
教
亨
先
生
は
中
学
生
の
段
階
で
、
清
水
龍
山
先
生
の
『
開
目
抄
講
義
』『
観
心
本
尊
抄
講
義
』
を
受
講
し
、
室
住
一
妙
先
生
を
同
講
義
に

誘
導
し
た
が
、
思
弁
型
の
先
生
は
、
そ
の
後
、
文
学
に
進
み
、
西
田
幾
多
郎
氏
に
教
え
を
請
う
な
ど
、
広
く
思
想
的
究
明⇒

思
弁
の
世
界
に
遊
ん

だ
。
立
正
大
学
宗
学
研
究
所
に
誘
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
歴
が
や
が
て
昭
和
三
十
年
代
以

降
に
順
次
花
開
い
て
、
宗
門
教
学
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

　

先
生
は
第
一
回
「
日
蓮
宗
布
教
研
究
所
」
主
任
に
任
ぜ
ら
れ
、「
五
義
の
体
系
的
考
察
」
の
名
論
攷
を
世
に
問
い
、
次
い
で
「
観
心
本
尊
抄
」
に

つ
い
て
の
論
攷
を
著
し
、
両
論
文
を
中
心
と
す
る
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』（
山
喜
房
仏
書
林
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
宗
門
の
顕
職
に
就

き
、「『
宗
義
大
綱
』
解
説
」
を
全
国
に
講
じ
た
。
言
わ
ば
、
戦
後
の
宗
義
体
系
に
つ
い
て
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
開
目
抄
講
讃
』

『
観
心
本
尊
抄
講
讃
』（
い
ず
れ
も
山
喜
房
仏
書
林
発
行
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
著
書
が
あ
る
。

十
六・

【
浅
井
圓
道
教
授
の
『
法
華
本
門
思
想
史
の
研
究
』】

　

浅
井
圓
道
教
授
は
、
東
京
大
学
印
度
哲
学
梵
文
学
科
を
卒
業
後
、
身
延
の
「
祖
山
学
院
」
で
教
壇
に
立
ち
、
室
住
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
と
聞

く
。
そ
の
後
、
鈴
木
修
学
師
に
乞
わ
れ
て
、「
中
部
福
祉
短
期
大
学
」
設
置
に
尽
力
。
転
じ
て
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
か
ら
、
立
正
大
学

仏
教
学
部
宗
学
科
専
任
講
師
と
な
っ
た
。
教
授
は
学
問
専
心
の
方
で
、
最
初
に
学
生
に
筆
記
さ
せ
た
内
容
が
、『
法
華
品
類
日
蓮
遺
文
抄
』（
山
喜

房
仏
書
林・

昭
和
六
十
三
年
＝
一
九
八
八
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
そ
れ
以
前
に
、
学
位
論
文
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』（
平
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楽
寺
書
店・

昭
和
四
十
八
年
＝
一
九
七
三
）
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
多
く
の
著
述・

論
文
を
執
筆
。
そ
れ
ら
は
、『
浅
井
圓
道
先
生
著
作

集
』
三
巻
と
し
て
山
喜
房
仏
書
林
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
初
代
立
正
大
学
仏
教
学
部
長・

坂
本
幸
男
教
授
は
、
も
と
も
と
岡
山
の
不
受
不
施
派

の
出
身
で
あ
る
が
、
島
地
大
等
ら
の
指
導
の
下
に
学
問
研
究
に
挺
身
し
た
方
で
あ
る
。

　

浅
井
教
授
も
ま
た
、
学
問
研
究
に
魅
せ
ら
れ
た
方
で
、
地
道
に
仏
教
典
籍
を
解
読
す
る
と
い
う
手
法
で
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
に
つ

い
て
の
評
価
は
、
今
後
、
大
き
く
展
開
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
七・

【
高
木　

豊
教
授
の
日
蓮
研
究
】

　

高
木　

豊
氏
の
立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
助
手
の
就
任
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
で
あ
る
。
先
生
は
、
東
京
文
理
科
大
学
で
史
学
を

専
攻
す
る
な
か
で
、「
日
蓮
」
に
心
を
引
か
れ
た
学
究
で
あ
る
。
縁
あ
っ
て
宗
学
科
で
活
躍
さ
れ
た
。『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』（
弘
文
堂・

昭
和
四
十

年
＝
一
九
六
五
）
を
世
に
問
い
、『
日
蓮
―
そ
の
行
動
と
思
想
―
』（
評
論
社・

昭
和
五
十
五
年
＝
一
九
八
〇
）
は
、
後
に
増
補
版
が
（
太
田
出
版・

平
成
十
四
年
＝
二
〇
〇
二
）
か
ら
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
。
が
、
そ
の
後
、『
鎌
倉
仏
教
史
研
究
』（
岩
波
書
店・

昭
和
五

十
七
年
＝
一
九
八
二
）
や
『
平
安
時
代
法
華
仏
教
史
研
究
』（
平
楽
寺
書
店・

昭
和
四
十
八
年
＝
一
九
七
三
）
な
ど
、
広
く
仏
教
史
研
究
に
関
わ

り
、
晩
年
に
は
、『
法
華
経
和
歌
集
』
を
編
む
な
ど
し
て
い
る
。

　

専
門
は
歴
史
畑
で
あ
る
が
、
現
代
の
思
想
動
向
に
も
目
を
向
け
、
宗
門
内
外
に
お
お
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

な
お
、
日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
を
数
年
後
に
控
え
て
、
高
木
教
授
が
音
頭
を
と
っ
て
、『
研
究
年
報　

日
蓮
と
そ
の
教
団
』
を
企
画
し
、
平
楽
寺
書

店
か
ら
刊
行
し
た
（
編
集
員
は
、
高
木
豊
＋
川
添
昭
二
＋
藤
井
学
＋
渡
邊
寶
陽
）。
い
わ
ゆ
る
宗
学
研
究
の
枠
か
ら
は
み
出
た
構
想
で
、
外
部
の
研

究
者
の
執
筆
を
乞
う
た
企
画
は
、
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
四
号
で
企
画
は
中
止
と
な
っ
た
。
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十
八・

【『
講
座
日
蓮
』
の
刊
行
】

　

昭
和
四
十
六
年
～
四
十
七
年
（
一
九
七
一
～
一
九
七
二
）、
春
秋
社
か
ら
『
講
座
日
蓮
』
全
五
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。（
監
修・

坂
本
幸
男
。
編
集・

田
村
芳
朗・

宮
崎
英
修
）。
第
一
巻
「
日
蓮
と
法
華
経
」。
第
二
巻
「
日
蓮
の
生
涯
と
思
想
」。
第
三
巻
「
日
蓮
信
仰
の
歴
史
」。
第
四
巻
「
日
本
近

代
と
日
蓮
主
義
」。
第
五
巻
「
日
蓮
語
録
」
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
個
別
の
論
著
や
論
攷
は
あ
っ
た
が
、
俯
瞰
的
に
日
蓮
研
究
の
全
容
を
網
羅
す
る

こ
の
講
座
の
試
み
は
、
そ
の
後
の
日
蓮
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
愚
感
し
て
い
る
。

十
九・

【「
法
華
経
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
の
刊
行
】

　

乏
し
い
研
究
費
を
補
う
べ
く
、
塚
本
啓
祥
仏
教
学
部
長
が
相
次
い
で
「
総
合
研
究
」
を
企
画
し
、
文
部
省
か
ら
科
学
研
究
補
助
費
「
総
合
研
究
」

を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
成
果
を
相
次
い
で
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
計
十
三
巻
の
出
版
が
実
現
し
、
日
蓮
教
学
関
係
の
論
攷

も
世
に
問
わ
れ
た
。
塚
本
教
授
は
、
さ
ら
に
『
梵
文
法
華
経
写
本
集
成
』
十
三
巻
を
世
に
問
う
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
活
動
に
、
多
く
の
若
手
研
究

者
が
裨
益
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
十・

【
仏
教
学
関
係
の
学
術
書
】
等
の
研
究
活
動

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
御
検
索
願
い
た
い
。

※�　

な
お
、
日
蓮
教
学
関
係
を
中
心
に
編
ま
れ
た
『
宗
学
科
生
の
た
め
の
研
究
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
立
正
大
学
仏
教
学
部
編
）
に
、
細
大
漏
ら
さ
ず
、
諸

研
究
の
著
書・

論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

思
い
出
す
ま
ま
に
、
諸
先
生
の
代
表
的
著
書
を
列
記
す
る
。

①
【
布
施
浩
岳
先
生
】　
『
法
華
経
成
立
史
』
他
。
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②
【
石
川
海
浄
先
生
】　
『
阿
含
経
成
立
の
研
究
』
他
。

③
【
坂
本
幸
男
先
生
】　
『
華
厳
教
学
の
研
究
』
他
。

④
【
兜
木
正
亨
先
生
】　
『
法
華
経
と
日
蓮
聖
人
』『
法
華
写
経
の
研
究
』『
法
華
版
経
の
研
究
』
他
。

⑤
【
野
村
燿
昌
教
授
】　
『
周
武
法
難
の
研
究
』
他
。

⑥
【
中
村
瑞
隆
教
授
】　
『
究
竟
一
乗
宝
生
論
の
研
究
』
他
。

⑦
【
勝
呂
信
静
教
授
】　
『
日
蓮
思
想
の
根
本
論
』『
法
華
経
の
思
想
と
形
成
』『
唯
識
思
想
の
形
成
と
展
開
』
他
。

⑧
【
塚
本
啓
祥
教
授
】　
『
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
虚
像
と
実
像
』『
イ
ン
ド
仏
教
碑
銘
の
研
究
』
他
。

⑨
【
田
賀
龍
彦
教
授
】　
『
法
華
経
の
受
容
と
展
開
』
他
。

二
十
一・

そ
の
他
諸
氏
の
学
術
書
に
つ
い
て

　

以
上
は
、
戦
後
間
も
な
く
ま
で
の
学
術
研
究
に
つ
い
て
の
メ
モ
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
に
多
数
の
研
究　

者
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
現
役
諸
氏
の
整
理
に
任
せ
た
い
。

　

想
い
出
す
ま
ま
に
、
二・

三
に
つ
い
て
、
記
す
。

①
【
河
村
孝
照
教
授
】　
『
仏
教
学
概
論
』『
法
華
経
概
説
』
他
。

②
【
今
成
元
昭
教
授
】　
『
法
華
経・

宮
澤
賢
治
』『
説
話
と
仏
教
』
他
。
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